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1. 授業の概要（ねらい）
　産業立地は、戦後の産業復興政策以降、政府が都市と地方の格差是正のために、多くの立地政策を制定し地方への企
業立地を進めてきました。一方、地方の自治体は、国の政策のもと財政改善や雇用拡大を図る目的で産業立地を主体とし
た地域振興施策を積極的に取り組んできました。しかし、社会経済は、各種の地域政策にもかかわらず、東京一極集中と
過密・過疎の解消を図ることができずに現在に至っています。このようななか、国は「まち、ひと、しごと創生総合戦略」で引
き続き格差是正を図ることとしています。
　この演習では、調査自治体を特定して、産業立地政策の地域経済に与えた効果と評価、さらに産業集積と地域産業の
変化を調査検証します。
　なお、調査研究をする自治体については、授業の中で決めます。さらに夏期合宿の開催は、調査研究対象の自治体で
行います。

2. 授業の到達目標
　わが国の産業発展経緯と企業の構造変化の進展、それを支えた産業立地政策の基礎理論と事例を学び、立地政策に
おける企業の役割と活動の重要性を修得します。
　地方経済の発展に欠かすことができない産業・企業の発展と地方の活性化に向けた産業のあり方も修得できます。
　調査論文の書き方や統計の見方など現地調査を踏まえた実践的な報告書のまとめ方を修得します。

3. 成績評価の方法および基準
　2回の課題レポート（20％）の提出と最終調査報告書（80％）で評価いたします。また、受業態度による評価の補完をし
ます。
　評価基準は、到達目標に対する取り組み姿勢や調査報告書の内容で評価します。
　詳細な評価につきましては、第1回目の授業で説明いたします。

4. 教科書・参考文献
教科書
テキストはプリント配布
参考文献
松原 宏 著　　『産業立地と地域経済』　財団法人放送大学教育振興会
松原 宏編 著　　『現代の立地論』 　2013年 第1版　古今書院

5. 準備学修の内容
　現地調査を行うことから、当該自治体の実態、課題について、ホームページより読み取ってください。さらに地域分析シ
ステム（RESAS）で調査対象自治他の現状を分析してください。

6. その他履修上の注意事項
　ゼミですので、一般の能動的な授業と異なり、自ら進んで調査研究をしてください。

7. 授業内容
【第１回】 　調査研究の自治体と調査内容、ゼミの進め方について
【第２回】 　調査に必要な地域の問題の政策、地域振興施策、さらには地域経済の考え方について
【第３回】 　地域経済分析（RESAS）の活用方法について
【第４回】 　国土政策と産業立地政策について
【第５回】 　自治体の産業振興に対する取り組み
【第６回】 　調査研究自治体の実態と地域振興の計画の収集
【第７回】 　国・都道府県・市町村の行政の役割
【第８回】 　調査研究自治体の産業立地の取り組み
【第９回】 　（外部講師招聘）調査研究自治体の概要と産業振興の講話（町の課長予定）
【第10回】 　調査研究自治体の強み弱みの把握
【第11回】 　調査研究自治体の強み弱みの把握（ワーキング）
【第12回】 　調査研究自治体の産業振興における中間報告（１）基礎統計と概要
【第13回】 　調査研究自治体の産業振興における中間報告（２）地域振興政策とその効果
【第14回】 　報告書のまとめ骨組みの作成
【第15回】 　調査研究自治体のまとめ　夏合宿の計画


